
平
成
二
十
年
十
一
月
六
日
提
出

質

問

第

二

〇

七

号

前
航
空
幕
僚
長
の
論
文
「
航
空
自
衛
隊
を
元
気
に
す
る
一
〇
の
提
言－

パ
ー
ト
�－

」
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相

の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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前
航
空
幕
僚
長
の
論
文
「
航
空
自
衛
隊
を
元
気
に
す
る
一
〇
の
提
言－

パ
ー
ト
�－

」
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相

の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

田
母
神
俊
雄
前
航
空
幕
僚
長
は
、
民
間
企
業
が
主
催
す
る
懸
賞
論
文
に
、
政
府
見
解
と
異
な
る
内
容
の
、
「
日
本
は
侵
略
国

家
で
あ
っ
た
の
か
」
と
題
す
る
懸
賞
論
文
を
応
募
す
る
に
先
立
ち
、
統
合
幕
僚
学
校
長
と
し
て
、
航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
幹
部

会
発
行
の
『
鵬
友
』
に
下
記
の
よ
う
な
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
「
航
空
自
衛
隊
を
元
気
に
す
る
一
〇
の
提
言－

パ
ー
ト

�－

」
（
『
鵬
友
』
二
九
巻
六
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
。
そ
れ
ら
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
記
述
一
）
「
米
国
は
我
が
国
が
再
び
強
国
と
し
て
米
国
に
刃
向
か
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
徹
底
的
に
日
本
を
精
神
的
に
破

壊
し
よ
う
と
し
た
。
（
中
略
）
こ
れ
は
折
か
ら
の
国
際
共
産
主
義
運
動
と
相
ま
っ
て
大
成
功
を
収
め
、
今
な
お
我
が
国
に

は
多
く
の
反
日
的
日
本
人
が
存
在
し
」
（
二
頁
）

（
記
述
二
）
「
従
来
か
ら
自
衛
隊
に
物
品
等
を
納
入
し
て
い
る
国
内
企
業
か
ら
み
れ
ば
、
当
然
自
衛
隊
に
対
す
る
売
り
上
げ

が
減
る
の
で
、
自
衛
隊
に
対
し
い
ろ
い
ろ
と
相
談
に
く
る
。
『
何
と
か
当
社
の
製
品
を
買
っ
て
も
ら
え
な
い
か
』
（
中

略
）
こ
れ
ら
の
会
社
か
ら
の
依
頼
事
項
に
つ
い
て
は
、
防
衛
産
業
・
技
術
基
盤
の
維
持
の
観
点
か
ら
、
担
当
者
は
頑
張
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
幕
の
装
備
部
長
を
し
て
い
る
と
き
に
（
中
略
）
私
は
、
『
頼
ま
れ
た
ら
頑
張
れ
』
と
指
導
し
て

一



い
た
。
（
中
略
）
し
か
し
、
み
ん
な
か
ら
一
斉
に
頼
ま
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
人
が
い
る
。
そ

の
と
き
は
二
度
、
三
度
と
頼
み
に
く
る
人
を
優
先
し
て
あ
げ
て
は
ど
う
か
」
（
五－

七
頁
）

（
記
述
三
）
「
隊
員
に
対
し
て
は
部
外
で
個
人
や
団
体
が
実
施
す
る
親
日
的
な
活
動
に
は
経
費
も
含
め
て
個
人
的
に
支
援
す

る
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
例
え
ば
こ
こ
数
年
新
し
い
歴
史
教
科
書
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
本
な
ど
が
出
た
場
合
、
こ
れ
を
み
ん
な
で
買
い
ま
く
る
ぐ
ら
い
の
意
識
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
」
（
二
七－
二
八
頁
）

（
記
述
四
）
「
昭
和
五
三
年
に
栗
栖
弘
臣
統
合
幕
僚
会
議
議
長
が
、
我
が
国
の
有
事
に
関
わ
る
法
制
上
の
問
題
点
を
指
摘
し

た
い
わ
ゆ
る
超
法
規
的
行
動
発
言
の
と
き
に
は
、
栗
栖
統
幕
議
長
は
国
民
に
対
し
無
用
の
不
安
を
あ
お
っ
た
と
か
の
理
由

で
更
迭
さ
れ
た
。
（
中
略
）
栗
栖
発
言
は
、
当
時
は
言
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
言
わ
な
い
こ
と
が

問
題
に
な
る
の
だ
」
（
三
一
頁
）

（
記
述
五
）
「
統
幕
学
校
で
は
今
年
の
一
般
課
程
か
ら
『
国
家
観
・
歴
史
観
』
と
い
う
項
目
を
設
け
、
五
単
位
ほ
ど
我
が
国

の
歴
史
と
伝
統
に
対
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
る
た
め
の
講
義
を
計
画
し
た
」
（
三
五
頁
）

当
該
論
文
が
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
長
時
代
に
執
筆
さ
れ
、
広
く
流
布
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
対
外

二



的
な
影
響
が
あ
ま
り
に
大
き
い
。
ま
た
、
内
部
向
け
の
会
報
に
掲
載
さ
れ
て
配
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
現
行
の
自

衛
隊
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
至
急
検
証
す
べ
き
と
考
え
る
。
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
を
同
職
に
任
命
し
た
の
は
当
時
の
安
倍
首

相
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
航
空
幕
僚
長
の
地
位
に
留
め
た
麻
生
首
相
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

論
文
「
航
空
自
衛
隊
を
元
気
に
す
る
一
〇
の
提
言－

パ
ー
ト
�－

」
に
対
す
る
麻
生
首
相
の
認
識
に
つ
い
て

�

（
記
述
三
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
隊
員
に
対
し
て
は
部
外
で
個
人
や
団
体
が
実
施
す
る
親
日
的
な
活
動
に
は
経
費
も
含

め
て
個
人
的
に
支
援
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
自
衛
隊
内
で
行
わ
れ
て
い
た
事
実
は
あ
る
か
。
「
こ
こ
数
年
新
し
い
歴
史

教
科
書
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
本
な
ど
が
出
た
場
合
、
こ
れ
を
み
ん
な
で
買
い
ま
く
る
」
と
い
う

こ
と
が
、
自
衛
隊
内
で
行
わ
れ
て
い
た
事
実
は
あ
る
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
四
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
栗
栖
発
言
は
、
当
時
は
言
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
言
わ
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
る
の
だ
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
統
合
幕
僚
学
校
長
が
こ
の
よ
う
な

発
言
を
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
適
切
で
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
処
分
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え

る
か
。

三



�

（
記
述
五
）
に
あ
る
、
統
幕
学
校
の
一
般
課
程
『
国
家
観
・
歴
史
観
』
で
は
ど
の
よ
う
な
趣
旨
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
教
育
目
的
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
辻
元
清
美
提
出
の
「
前
航
空
幕
僚
長
の

『
懸
賞
論
文
』
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
お
け
る
（
記
述
一
〜
七
）
、
「
前
航
空
幕
僚

長
の
論
文
『
航
空
自
衛
隊
を
元
気
に
す
る
一
〇
の
提
言
』
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
お

け
る
（
記
述
一
〜
六
）
、
「
前
航
空
幕
僚
長
の
論
文
『
航
空
自
衛
隊
を
元
気
に
す
る
一
〇
の
提
言－

パ
ー
ト
�－

』
に
つ

い
て
の
麻
生
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
お
け
る
（
記
述
一
〜
五
）
、
「
前
航
空
幕
僚
長
の
論
文
『
航
空
自

衛
隊
を
元
気
に
す
る
一
〇
の
提
言－

パ
ー
ト
�－

（
そ
の
�
）
』
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意

書
」
に
お
け
る
（
記
述
一
〜
六
）
と
同
じ
認
識
の
教
育
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
に
対
し
、
麻
生
首
相
は
適
切
で

あ
る
と
考
え
る
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
こ
の
よ
う
な
論
文
を
、
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
が
統
合
幕
僚
学
校
長
と
し
て
出
し
て
い
た
こ
と
を
承
知

し
て
い
た
か
。
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
処
分
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
処
分
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
麻
生
首
相
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

�

承
知
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
航
空
幕
僚
長
を
引
き
続
き
任
命
す
る
に
あ
た
り
、
適
任
で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
査
を

四



行
っ
て
い
な
い
の
か
。
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
麻
生
首
相
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

�

統
合
幕
僚
学
校
長
の
名
前
で
当
該
論
文
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
対
外
的
、
内
部
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
ど
の
程
度
の
影
響
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
検
証
し
た
か
。
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
検
証

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
麻
生
首
相
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

�

当
該
論
文
が
、
当
時
現
職
の
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
長
が
書
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
自
主
回
収
す
べ
き
と
麻
生

首
相
は
考
え
る
か
。

二

安
倍
元
首
相
の
任
命
責
任
に
つ
い
て

�

田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
を
航
空
幕
僚
長
に
任
命
し
た
の
は
安
倍
元
首
相
で
あ
る
。
安
倍
元
首
相
は
、
こ
の
よ
う
な
論
文

を
、
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
が
統
合
幕
僚
学
校
長
と
し
て
出
し
て
い
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
か
。
承
知
し
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
、
航
空
幕
僚
長
に
任
命
し
た
理
由
、
処
分
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

�

承
知
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
航
空
幕
僚
長
を
任
命
す
る
に
あ
た
り
、
適
任
で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
の
か
。
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
安

五



倍
元
首
相
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
安
倍
元
首
相
に
任
命
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
誰
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
る

か
。

�

安
倍
元
首
相
の
任
命
責
任
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
調
査
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
麻
生
首
相
の
考
え
を
示
さ
れ

た
い
。

三

航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
お
よ
び
防
衛
大
学
校
の
教
育
内
容
に
つ
い
て

�

麻
生
首
相
は
、
航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
お
よ
び
防
衛
大
学
校
に
お
い
て
、
現
在
、（
記
述
一
〜

五
）
と
同
様
の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

�

航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
お
よ
び
防
衛
大
学
校
に
お
い
て
、
現
在
、
（
記
述
一
〜
五
）
と
同
様

の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
日
本
政
府
は
検
証
し
て
い
る
か
。
検
証
し
て
い
な
け
れ
ば
、
至
急
検
証

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

�

も
し
も
現
在
、
（
記
述
一
〜
五
）
と
同
様
の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
至
急
是
正
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

六



�

航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
お
よ
び
防
衛
大
学
校
で
は
、
か
つ
て
、
（
記
述
一
〜
五
）
と
同
様
の

認
識
に
基
づ
い
た
教
育
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
、
日
本
政
府
は
検
証
し
て
い
る
か
。
検
証
し
て
い
な
け
れ
ば
、
至
急
検

証
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

�

も
し
も
か
つ
て
、
（
記
述
一
〜
五
）
と
同
様
の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
対

処
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

四

現
役
の
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
長
が
、
部
隊
内
外
で
読
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
発
表
し
た
以
上
、
（
記
述
一
〜
五
）
を
含

む
当
該
論
文
が
政
府
の
方
針
を
示
す
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
か
。
麻
生
首
相
お
よ
び
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


